Labour and Livelihood of Myanmar Migrants in Ranong under the Current Legal Environments in Thailand by 藤田, 幸一 et al.
Titleタイにおけるミャンマー人移民労働者の実態と問題の構図 : 南タイ・ラノーンの事例から
Author(s)藤田, 幸一; 遠藤, 環; 岡本, 郁子; 中西, 嘉宏; 山田, 美和













Labour and Livelihood of Myanmar Migrants in Ranong
under the Current Legal Environments in Thailand
FUJITA Koichi*, ENDO Tamaki**, OKAMOTO Ikuko***
NAKANISHI Yoshihiro*** and YAMADA Miwa***
Abstract
The Thai economy is supported by a large number of unskilled migrant workers from the neighbouring 
countries, especially Myanmar, since the late 1980s.  However, the Thai government’s system of receiving 
migrants has been largely defective, due to internal inconsistencies and conflicts among the different 
 agencies of the government.  Based on recent household-level surveys on Myanmar migrants in Ranong, 
southern Thailand, we delineate their work and living conditions—how they work hard for wages lower 
than the minimum wage that leave them with no surplus for remitting to their home country yet a large 
amount of debt, as well as the harassment and abuse they suffer in the hands of Thai government officials, 
etc.  We also show the actual situation of Myanmar sex workers, including the serious problem of human 
trafficking they face.  By interviewing various government agencies (including the police, labour depart-
ment, hospitals, etc.), business associations, and NGOs, we show how the “structure” in which the Myan-
mar migrants are situated has emerged and is maintained.
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7) タイ人の 1990年の出稼ぎ先別労働者数は，中東 27,392人，東アジア 12,229人，ASEAN諸国 17,263人
であったが，1993年には中東 17,019人，東アジア 77,661人（うち台湾 66,891人），ASEAN諸国 40,939
人（うちブルネイ14,750人，シンガポール14,171人，マレーシア11,358人），1994年には中東17,614人，
東アジア 105,861人（うち台湾 91,162人），ASEAN諸国 44,626人（うちブルネイ 16,553人，シンガポー
ル 15,100人，マレーシア 12,232人）となった［Chalamwong 1998］。かかる中東から東・東南アジアへ
のシフトの背景には，中東における未熟練労働者の実質賃金の大幅な下落があった。そのため，たと
えばバングラデシュでは，湾岸戦争前後で，農村からの中東出稼ぎ労働者の上層から中下層へのシフ
トが観察されている［Moazzem and Fujita 2004: 69］。
8) こうしてタイは，労働者の送り出し国でかつ受け入れ国という二重の性格を帯びるようになった。ち
なみに政府統計では，最近のタイからの海外出稼ぎ者数は16.2万人（2008年）であり，台湾（5.2万人），
シンガポール（1.6万人），韓国（1.3万人）などとなっているが［Thailand, Department of Employment















CLMからの出稼ぎ労働者（登録者のみ）は，概数で 1994年の 18万人から 96年には 30万人に
増加し，うちミャンマー人が 25万人を占めた［中川 2003: 112］。12）また不法労働者も 1990年代









韓国（男 93％，女 92％），マレーシア（56％と 61％）はもちろん，フィリピン（1987年で 67％と 69％），
インドネシア（48％と 39％），中国（60％と 51％），インド（59％と 38％）よりも低かった事実がある
［World Bank 1996: 200–201］。ただし，その後現在までの間に，タイではかなり急速な改善をみた。
2005年の中等教育就学率をみると，日本 100％，香港 80％，韓国 90％，マレーシア 76％，ベトナム








12) 最終的に 43県，11業種において 303,988人に労働許可が与えられた［Regional Thematic Working Group 
on International Migration Including Human Trafficking 2008: 97］。「96年のアムネスティ」［中川 2003: 
119］と呼ばれる。





り早かったことに加え，タイ人労働者がすでにいわゆる 3D（危険 dangerous，汚い dirty，きつ
い demanding or difficult）の仕事を忌避する傾向を強めていたことである。14）未熟練労働者の受
け入れ政策への回帰は，2001年のタックシン政権の発足によって決定づけられた。タックシン
は，それまでの特定業種，特定地域という制限を撤廃してすべての地域・業種に門戸を開放し，
2001年だけで 57万人弱［Regional Thematic Working Group on International Migration Including
Human Trafficking 2008: 97］に労働許可を与えた。さらに 2004年にも 128万人強の不法労働者
の住民登録を完了し，85万人弱に労働許可を与えた［ibid.］。その後 2009年には，CLM出身

















































の本格的研究をはじめ，労働条件にかんする研究［Chantavanich et al. 2007a］，児童労働の研究
［Chantavanich et al. 2007b］，子どもの教育問題の研究［Chalida 2010; 野津 2010］，子どもの無国
籍問題についての報告［ILO 2006］，ミャンマー人家政婦の研究［Panam and Khaing Mar Kyaw
Zaw 2008］，セックス・ワーカーとそれに関連するHIV/AIDS問題を取り扱った報告［Brahm
Press 2004; World Vision Foundation of Thailand 2006; IOM 2007; 2008; IPSR 2009］，人身取引に
かんする研究［山田 2009］，タイ政府による移民労働者の悪用・虐待の「告発」書［Human
Rights Watch 2010］などである。またいち早く，ラノーンのセックス・ワーカーとHIV/AIDS
問題を取り上げた文献として，Asia Watch and the Women’s Right Project［1993］とChantavanich
et al.［2000］がある。
17) サムットサーコーン県とサムットプラカーン県はバンコク近郊にあり，水産加工場の集積地である。











































































ラノーン県の人口は 40万人弱で，うちタイ人が約 18万人，19）ミャンマー人が約 20万人であ
る。20）ミャンマー人とタイ人の人口比は，大雑把にはメーソート 3：1，プーケット 1：4に対し，
ラノーンは 1：1である［Clarke 2009: 1070］。なお，2002年と少しデータは古いが，労働省雇
用局によると，ラノーン県における登録済み外国人労働者 22,406人（男 13,877人，女 8,529人）
の職業別分布をみると，漁業および漁業関連が 10,617人（47.4％）で最大，続いて農業 3,697
人（16.5％），一般労働者 3,638人（16.2％），家事労働者 1,806人（8.1％），工場労働者 1,717人




















































1981 87 3,492 – – – – 2.4 0.8 48.5 51.7 8.2 40.1
1982 90 3,206 −8.9 n.a. 53.5 n.a. 2.8 0.7 28.5 32.0 19.2 48.8
1983 93 2,836 −13.0 n.a. −43.7 n.a. 3.3 1.4 28.2 32.9 15.1 52.0
1984 97 3,317 14.5 n.a. −7.6 n.a. 2.8 1.3 36.4 40.5 12.0 47.5
1985 99 2,974 −11.5 n.a. −28.7 n.a. 3.3 1.1 30.6 35.0 10.4 54.6
1986 105 3,835 22.5 n.a. 9.4 n.a. 3.0 1.6 42.0 46.6 8.9 44.5
1987 109 4,063 5.6 n.a. 45.8 n.a. 3.4 2.0 31.8 37.2 15.5 47.3
1988 112 4,591 11.5 n.a. 40.4 n.a. 5.2 2.0 21.5 28.7 23.0 48.3
1989 119 6,534 29.7 n.a. 34.6 n.a. 5.3 1.4 17.7 24.4 24.7 50.9
1990 123 7,974 18.1 n.a. 35.5 n.a. 5.3 1.1 14.4 20.8 31.4 47.8
1991 125 9,468 15.8 n.a. 26.9 n.a. 3.6 1.2 12.3 17.1 36.2 46.7
1992 126 11,000 13.9 n.a. 29.0 n.a. 4.2 1.3 7.3 12.8 43.9 43.3
1993 128 12,240 10.1 n.a. 2.6 n.a. 4.5 0.8 10.9 16.2 40.5 43.3
1994 130 11,109 −10.2 n.a. −23.3 n.a. 7.3 0.9 0.0 8.2 36.2 55.6
1995 145 14,402 22.9 n.a. 39.6 n.a. 9.3 46.2 44.5
1996 150 14,495 0.6 n.a. −0.4 n.a. 8.3 45.7 46.0
1997 154 13,771 −5.3 n.a. −16.5 n.a. 8.1 41.3 50.6
1998 158 13,950 1.3 n.a. −2.4 n.a. 10.9 39.8 49.3
1999 162 10,770 −29.5 n.a. −64.2 n.a. 10.4 31.4 58.2
2000 166 11,504 6.4 n.a. 17.4 n.a. 10.4 35.6 54.0
2001 169 10,646 −8.1 n.a. −15.5 n.a. 8.2 33.3 58.5
2002 172 10,256 −3.8 n.a. −21.7 n.a. 12.5 28.4 59.1
2003 176 11,479 10.7 13.4 9.7 22.2 16.8 28.1 55.1
2004 175 14,153 18.9 16.6 34.8 62.5 14.8 35.0 50.2
2005 177 14,645 3.4 2.4 −9.3 −1.9 16.9 30.9 52.2
2006 180 15,517 5.6 2.5 0.3 6.4 19.2 29.3 51.5
2007 183 15,997 3.0 4.6 −1.1 9.8 19.6 28.1 52.3
2008 185 17,490 8.5 6.2 5.9 10.8 21.1 27.3 51.6
2009 188 18,197 3.9 4.1 9.9 4.6 19.3 29.1 51.6


















表 1によると，2009年のラノーン県の県内総生産（名目）の約 30％が漁業，約 20％が農林
業で，残りが「その他」である。「その他」の中では，水産加工業が大きなシェアを占めてい
ることはいうまでもない。国家統計局の労働力調査（Labour Force Survey）に基づくラノーン














23) タイの労働力調査は四半期ごとに行われており，この数値は第 2四半期のもの。ちなみに第 1四半期
には，15歳以上人口 143,475人，労働人口 109,074人，就業者 108,666人，失業者 408人，季節的不就
業者ゼロ，第 3四半期には，15歳以上人口 144,765人，労働人口 98,292人，就業者 97,256人，失業者
1,036人，季節的不就業者ゼロ，第 4四半期には，15歳以上人口 145,315人，労働人口 109,551人，就
業者 108,836人，失業者 431人，季節的不就業者 284人であった。
24) ラノーン県労働省雇用局情報（2010年 9月調査）。なお同数値は，2004年 31,979人，2005年 24,571人，






















2010年 9月に実施したラノーンの 2つの企業家団体，タイ産業連盟（Federation of Thailand











27) タイ産業連盟ラノーン県支部は 1996年に設立され，1999年からラノーン福建協会（Ranong Associa-
































































期的にチェックしている。2010年 9月調査によれば，検査対象は，商務局（Department of Commerce）
の登録データベースに基づき，従業員 1～ 2人の零細企業を含め，全県で約 1,000社に達する。検査ス
タッフは 5人おり，2人 1組のペアで行う。大企業を優先し，1週間に 3日，1日に 4～ 5社を回る。









就労した場合，最高 20,000バーツの罰金が科される（同法 26条および 52条）。かかる場合に雇用主は，
最高 10,000バーツの罰金が科される（同法 27条および 54条）。ちなみに労働許可証があっても不携帯
の場合は最高 10,000バーツの罰金が科される（同法 24条および 53条）。
36) 「2008年外国人雇用法」によれば，労働許可なく就労した外国人労働者は最長5年の禁固もしくは2,000
バーツ以上 100,000バーツ以下の罰金または両方が科される（同法 51条）。労働許可証をもたない外
































39) 2010年 6月から，首相府命令（No. 125/2553）により陸軍・海軍にも逮捕の権限が与えられた。
































て 700～ 800人であるが，最大でミャンマー人 1,000人が通過したこともある。船は全部で
60～ 70隻あるが，うち約 15隻がタイ船籍，残りがミャンマー船籍である。2008年 10月から
2010年 9月までの船の捕獲数は 48隻で，44）うち過去 1年に限れば，船 13隻，船のドライバー・
船員 17人，ミャンマー人渡航者 204人であった。






42) 輸出価格は 1リットル当たり 18バーツであるのに対し，タイ国内価格は 30バーツなので，一度輸出
すると見せかけてタイに戻すと大きな利鞘が見込める。



























除く 41世帯について計算すると，男性世帯員 77人，女性世帯員 66人の計 143人（1世帯当た
り 3.49人）であり，うち就業者は男 55.5人，女 23人の計 78.5人（同上 1.91人）であった。
ラノーン県は 5つの郡（アンプー）から構成されており，2009年のタイ人人口 15.3万人の




































第 1に，就業者 95人の内訳は，労働許可証保有者（申請中を含む）が 57人（60.0％），ボー





WP BP ラノーン・カード HC 書類なし 不明 タイ人 合計
漁業
既婚世帯
夫（就業者） 3 11 14
妻（就業者） 2 2
妻（非就業者） 5 3 1 3 12
その他（就業者） 3 7 1 11













夫（就業者） 4 1 5
妻（就業者） 4 1 5

















妻（非就業者） 1 2 1 4
その他（就業者） 1 1 1 1 4
その他（非就業者） 8 8
セックス・ワーカー 6 2 3 11
合計 65 31 1 1 56 4 1 159
夫（就業者） 26 11 1 38
夫（非就業者） 2 2
妻（就業者） 11 1 1 13
妻（非就業者） 8 4 1 1 9 1 24
その他（就業者） 20 15 6 3 44


















第 2に，非就業者 64人のうち，夫 2人は「書類なし」，妻 24人（うち法的地位が自動的に保

















































53) ちなみにブローカーへの支払いは，暫定旅券代 100バーツ，査証代 500バーツ，その他（バス代・食
事代など）費用込みで，総額 4,000～ 6,000バーツが相場であった。













タイへの移住は 1978年のことである。56）続いて，ゴム園で働く世帯番号 26の世帯主が 1979年
にはじめてラノーンに移っている。57）1970年代の移民はこの 2人だけである。
世帯番号 5の息子を除いた 93人をその移住時期でわければ，1970年代後半が 2人（2.2％），
80年代前半が 2人（2.2％），80年代後半が 10人（10.8％），90年代前半が 14人（15.1％），90
年代後半が 14人（15.1％），2000年代前半が 20人（21.5％），2000年代後半が 31人（33.3％）














































ダウェイ タニンダーイー 16 19 35
ヤンゴン ヤンゴン 7 16 23
モーラミャイン モン 5 8 13
バゴー バゴー 2 2 4
パテイン エーヤワッディ 3 0 3
パアン カイン 1 1 2
ヒンタダ エーヤワッディ 2 0 2
コータウン タニンダーイー 1 1 2
イェー モン 1 1 2
マンダレー マンダレー 2 0 2
ワケマ エーヤワッディ 1 0 1
シットウェ ヤカイン 1 0 1
ミャワディ カイン 1 0 1
チャウトー ヤカイン 1 0 1
ベイッ タニンダーイー 1 0 1
タウングー バゴー 0 1 1































いては，Chantavanich et al.［2007a: 60–63］を参照。
60) 1回の出漁日数は，入漁料とセットで，ミャンマー政府との協定であらかじめ決められている。
























月ほどでなくなり，その後はご飯と魚のみ）の組み合わせの食事が 1日に 3～ 4回振る舞われ













67) 出漁 38日で 6,500バーツの支払い見込みのところ，4,000バーツの前渡しのケースもみられた。



























まで自転車で 10分，労働時間は朝 7時から夕方 5時までで，原則として休日はない。賃金は月
4,000バーツ（当初は 2,400バーツ）であった。養殖場にはワニが約 100匹おり，主な仕事は水
の入れ替えと給餌（10日に 1度ニワトリを与える）である。作業中にワニに腕を噛まれたこと




間は夜 8時頃から早朝 4時頃まで，賃金は出来高払いで小さなカニは 1 kg当たり 15バーツだが，大き

















































単純労働者の 1人は，朝 6時から夕方 5時まで働くが，月に 10～ 15日は残業で夜 9～ 10時
まで延長する。残業がある日には夕方 6時以降，タオゲーが夕食を出してくれる。作業内容は，
魚の選別，氷詰め，床の清掃などである。基本給は月額 5,500バーツであるが，残業代として
1回 50バーツが上乗せされる。半月に 1度給与が支払われ，その間に有給休暇を 1日取ること
ができる。有給休暇以外は，1日休むと 200バーツを給与から差し引かれる。仕事に必要な長
靴（600バーツ。半年はもつ）は自分で買わねばならない。2番目の単純労働者の労働時間は











Food Company Ltd.（SIFCO），Andaman Sea Food（ASF）などの大手企業から中堅企業，小規模
73) 水産加工場で働く労働者 11事例，製氷工場の労働者 1事例（2009年 9月）に加え，2010年 9月に実





朝 8時から夜 9時が基本であり，昼食休憩 1時間と 30分の休憩 1回がつくのみで，トイレは 1
回5分でタイ人の見張りが同伴する。夕方5時以降は残業扱いとなり時給25バーツが支給され，
また夜 10時を過ぎると夕食の提供がある（昼食は労働者持参）。出来高払いで，慣れれば 1日
130～ 140バーツ，74）月 4,000～ 4,500バーツになる。半月に一度会計が締められ，その 5日後
に賃金が支払われる。75）なお労働許可証の取得代金 4,500バーツは企業が立て替えるが，給料
日に 300バーツを差し引かれ，完済まで半年以上かかる。休日は月に 4～ 5日しかない。また




本の勤務時間は朝 7時から夕方 5時までで，賃金も日給 175バーツ（最低賃金）へ大幅に引き




返す。労働時間は朝 6～ 11時，12～ 17時，18～ 23時の 1日計 15時間である。賃金は出来高
払いで，小サイズのエビで 1 kg 8バーツ，大サイズのエビで 4バーツである。一般的効率の労
働者の場合，5時間で 20 kgの小サイズのエビしか処理できないので，長時間労働にもかかわ
らず，賃金は 1日 160バーツにしかならない（最高効率の労働者では 50 kg，つまり 1日 400
74) あるミャンマー人女性労働者からの聞き取りによると，ミャンマー人と同じ（ないしより軽い）仕事
にもかかわらず，タイ人女性労働者には日給 200バーツが支払われている（タイ人は全労働者の 20％
程度）。また約 100人の労働者が働いている 1部屋の単位につき 4～ 5人のタイ人女性監督者がおり，
約 10,000バーツの月給が支給されている。
75) 皆勤の場合，コメ 15 kgが報奨として支給される。
76) ある女性労働者によると，その内訳は，帽子45バーツ（耐用年数5年），マスク12バーツ（1カ月5個），


















れた。勤務時間は朝 8時から夜 9時までの 11.5時間に短縮され（昼食休憩 1時間，夕食休憩 30
分を除く），また労働者が日給ベースか出来高ベースかを選択できる賃金制度に変わっていた。




その他水産加工場：（1）従業員 1,000人規模の工場。労働時間は朝 8時から夕方 5時まで，
休みは月に 2～ 3日のみ。賃金は月約 3,000バーツ（ただし昼食支給）。（2）従業員 200人規模
の工場。労働時間は朝 5時から夕方 6時まで。週に 1日は休み。賃金は月 3,000バーツ強。弁
当持参。（3）従業員 80人規模の中国系水産加工場。魚の内臓を取り出す仕事。賃金は月 2,500
バーツ。（4）従業員 30人規模のエビ加工場。労働時間は朝 7時から夕方 3時まで。年間 6カ月
のみ，しかも月に 10日ほどしか仕事がない。日給 50～ 70バーツ。（5）従業員 6～ 7人のイカ
加工場。労働時間は朝 5時から夕方 5時までで，日給 100～ 130バーツ。






80) ある女性労働者は，2003年から 2年働いて体調を崩し，コータウンに帰って 1カ月入院した後，さら
に借家を借りて 5カ月静養しなければならなかったという。
















1 kgにつき 15バーツである。概ね，労働者 1人当たり月 5,000～ 6,000バーツの収入になる。











を調査した。基本的に雨期のみの仕事で，11月から 1月までは休む。早朝 3～ 4時に作業を開
始し，午前中いっぱい，ないし夕方近くまでひたすら皮むきを続け，1 kg 15バーツの出来高賃

















昼に 1時間の昼食休憩がある（弁当持参）。日給は男子 180～ 200バーツ，女子 150バーツ（た
だし臨時で建設労働する人の賃金は若干低い）。月に男は約 25日，女は約 20日の仕事があり，
月収にして男 4,500～ 5,000バーツ，女 3,000バーツになる。
4）その他84）
運搬船操縦：鉄・石・セメント等を積み，それをパーヤン島で下ろす運搬船を操縦する。真






いが 4,000～ 5,000バーツ程度。過去 11年この仕事を続けているが，近辺に最高時 10人もいた
廃品回収人が，2009年 9月には 2～ 3人に減少していた。廃品 1 kg当たり引き取り価格の低下
が原因で，多くの人は漁業労働者として転出したという。
NGO：ワールド・ヴィジョンでトレーニング等があるときのみ雇用される。朝 8時半から夕
方 5時まで（昼食休憩 1時間で，昼食が支給される）で日給 150バーツである。ただし，仕事






の葉を詰めて巻く仕事。朝 8時半から夕方 5時まで。出来高払いで，日給 80～ 100バーツ。3）タイ
人家庭におけるメイド（通い）で月 3,500バーツ。他の例では，午前中（朝 8～11時）のみで日給 60バー
ツ。4）小売店の売り子。労働時間は朝 8時から夕方 5時（休憩 30分）で，日曜日も半日出勤。賃金
は月 4,000バーツ。5）看護婦。自宅に来る患者に簡単な診察を施し投薬する。月収 6,000～ 7,000バー









表によると，労働者 1人 1カ月当たり平均賃金は 4,055バーツであるが，職種による差がか
なりあり，最高が漁業の 5,200～ 5,400バーツ，続いて魚公設市場，建設，運搬の 4,000～ 4,200
バーツ，森林伐採の 3,500バーツであり，最低がゴム園の 2,150バーツ，「その他」の 1,250バー
ツである。85）また，森林伐採とゴム園の労働者世帯は 1世帯当たり就業者数が多く，とりわけ
ゴム園労働者については低賃金が就業者数によってある程度補われる形になっている。ラ
















85) 参考まで，メーソート（2008年調査）のミャンマー人移民労働者 40人の平均賃金は，縫製業で 3,051
バーツであった［北原 2011］。また水野・久保［2008］によると，ミャンマー人移民労働者の平均賃





ば，単身の漁業労働者 5人と送金情報不明の 1世帯を除く全 40世帯のうち，21世帯（53％）
が全く送金をしていない（一部は，移住後の期間が長く本国に送金すべき親戚がいない世帯）





























漁業 16 15 3.44 1.81 82.8 5,178 2,730 2,459 271 712
漁業（単身） 5 5 1.00 1.00 100.0 5,380 5,380 2,850 2,530 990
魚公設市場 5 5 2.60 1.50 80.0 4,027 2,323 3,325 −1,002 270
ゴム園 5 4 3.80 2.90 62.1 2,145 1,481 1,806 −325 363
林業 2 2 5.00 4.00 50.0 3,469 2,775 2,113 662 600
建設 8 7 3.13 1.75 71.4 3,988 2,230 2,062 168 1,840
運搬 2 2 4.00 1.50 66.7 4,200 1,575 2,209 −634 0
その他 3 3 4.33 1.17 42.9 1,252 627 2,271 −1,644 550




























漁業 16 15 3.44 2,459 15.5 9.6 42.8 0.5 9.7 13.8 4.7 7.2
漁業（単身） 5 5 1.00 2,850 0.0 0.0 7.4 0.0 3.5 88.4 0.7 0.0
魚公設市場 5 5 2.60 3,325 8.8 6.6 47.9 1.1 7.4 17.1 7.5 3.5
ゴム園 5 4 4.20 1,806 3.5 0.0 69.5 0.0 6.0 6.9 11.0 3.2
林業 2 2 5.00 2,113 0.0 5.0 52.1 0.0 13.0 0.9 20.0 9.0
建設 8 7 3.13 2,062 5.5 4.1 53.5 5.0 4.8 5.4 14.7 6.9
運搬 2 2 4.00 2,209 7.9 4.1 59.4 0.0 4.0 3.4 15.1 6.1
その他 3 3 4.33 2,271 11.8 5.4 28.8 5.2 21.0 0.5 3.7 23.6






わる。金利不明の 8件を除く全 43件の借金（付表 5）のうち，金利ゼロが 18件（42％）を占
める一方，月利10％が7件（16％），15％が2件（5％），20％が13件（30％），40％が1件（2％），
90％が 2件（4％）などと，月利 20％が最頻値であった。労働者 1人当たり月収は 4,055バーツ












































漁業 16 9 56.3 1 2 2 3 1
漁業（単身） 5 3 60.0 3
魚公設市場 5 4 80.0 2 1 1
ゴム園 5 5 100.0 1 2 2
林業 2 2 100.0 2
建設 8 5 62.5 1 3 1
運搬 2 2 100.0 1 1
その他 3 2 66.7 1 1
セックス・
ワーカー 11 7 63.7 2 2 1 1 1






















警告した［Asia Watch and the Women’s Right Project 1993: 15］。
表 7　主要耐久消費財の保有状況と入手年の分布
年 テレビ 扇風機 DVD ラジカセ 炊飯器 冷蔵庫 携帯電話 自転車 モーターバイク
1999年以前 1 1 0 1 1 0 1 1 0
2000 1 0 0 0 0 0 0 0 0
2001 1 0 0 0 0 0 0 0 0
2002 0 3 0 0 0 0 1 0 0
2003 2 3 2 1 2 1 0 0 0
2004 3 4 2 1 1 0 0 0 0
2005 2 3 0 0 2 0 2 1 1
2006 3 5 3 0 6 1 2 4 0
2007 7 2 4 2 4 1 6 5 1
2008 5 2 7 0 1 1 5 3 0
2009 3 6 6 1 3 2 9 1 0
入手年不明 2 3 2 0 4 0 4 5 1
所有率（％） 73.2 78.0 63.4 14.6 58.5 14.6 73.2 48.8 7.3
出所：2009年の筆者調査。
注：セックス・ワーカー 11人と単身の漁業労働者 5人を除く全 41世帯が母数。
193
藤田　他：タイにおけるミャンマー人移民労働者の実態と問題の構図
ラノーン市立クリニック（Ranong Municipality Health Clinic）によると，2010年 1月現在，
24の「コミュニティ」（カラオケ・バー，「ゲストハウス」など性産業施設）に 450人（タイ人
55人，ミャンマー人 395人）のセックス・ワーカーがいる。88）同クリニックでは，FAR

























活している。1人 1部屋があてがわれる場合（その場合，そこで客を取る）から 2～ 3人，3～
88) ただし，ラノーン警察署での聞き取りによれば，「コミュニティ」は 100カ所ほどある。
89) 5つの「コミュニティ」に 220人（全員ミャンマー人），残り 1つには 100人以上のセックス・ワーカー
がいるという。
































92) 1997年にCompulsory Migration Health Insurance Schemeとして始まり，2001年から 30バーツの支払
い方法に変更された。河森［2008］を参照。


















費用が問題になる。ラノーン病院では，病院が負担した費用は 2009年だけで 300～ 400万バー



















































年 タイ人 ミャンマー人 合計
2006 123 184 307
2007 144 150 294
2008 148 173 321
2009 87 141 228



























マラリアと 3日熱マラリアの両方であり，患者数の割合は前者が 60％，後者が 40％である。






































いう見方もあり（Brahm Press［2005］，Leitner et al.［2006］，Krissanakriangkrai and Hengborinboonpong
［2007］など），注意深い議論が必要である。


























男 女 男 女
* *  * 0
* 1
* 2
* *  *  * 3
* 4
† 5 †
† * 6 †
†† †† 7 † †
†† †† 8 †
† 9 † †
10
* * † * 11 †† † *
†† † 12 †
* 13 †
† 14 †
15 † *  *
* * 16 †
14 19 合計 7 11
11 12 5歳以上のみ合計 7 11
出所：2009年筆者調査より，整理。
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居候の数 居候の内訳男 女 合計 男 女 合計
1 漁業 1 1 2 1 0 1 3 弟 3
3 漁業 2 2 4 1 0 1 1 他人 1
4 漁業・水産加工 2 2 4 2 2 4 10 他人 10
6 漁業 2 1 3 2 0 2 1 他人 1
8 漁業 2 2 4 1 0 1 2 他人 2
10 漁業・製氷 2 2 4 1 1 2 10 他人 10
14 漁業・ワールド・ヴィジョン 4 1 5 4 0 4 0
19 漁業・水産加工 1 1 2 1 1 2 10 他人 10
22 漁業 2 1 3 1 0 1 0
45 漁業 2 1 3 1 0 1 2 他人 2
53 漁業・水産加工 2 3 5 2 1 3 0
54 漁業 1 1 2 1 0 1 0
56 漁業 3 1 4 3 0 3 0
57 漁業 1 3 4 1 0 1 0
2 漁業 1 0 1 1 0 1 居候
7 漁業 1 0 1 1 0 1 居候
18 漁業 1 0 1 1 0 1 8～ 9人同居
21 漁業 1 0 1 1 0 1 居候
23 漁業 1 0 1 1 0 1 居候
50 カニ 1 0 1 0 0 0 5
51 カニ 3 2 5 1 0 1 0
39 魚市場・建設 3 1 4 2 0 2 0
40 魚市場・（漁業） 3 2 5 1 1 2 2 弟 2
43 魚市場 1 0 1 1 0 1 0
44 魚市場 1 0 1 1 0 1 0
48 魚市場・（水産加工） 1 1 2 1 0.5 1.5 0
25 ゴム園 1 2 3 1 1 2 0
26 ゴム園 1 1 2 1 1 2 0
27 ゴム園 1 1 2 1 1 2 0
29 ゴム園・建設 5 3 8 3 2 5 0
32 ゴム園 3 1 4 3 0.5 3.5 0
28 木こり・建設 2 2 4 2 1 3 0
31 木こり・店員 2 4 6 2 3 5 0
5 建設 2 0 2 2 0 2 0
9 建設・行商 1 1 2 1 1 2 0
30 建設 3 1 4 1 0 1 0
33 建設・（水産加工） 1 1 2 1 0.5 1.5 0
34 建設・カシュー園 1 3 4 1 1 2 0
36 建設・（水産加工） 1 3 4 1 0.5 1.5 0
37 建設 2 1 3 1 0 1 0
38 建設・ワニ園・カシュー園 2 2 4 2 1 3 0
49 運搬船操縦・建設・除草 2 4 6 1 1 2 0
52 運搬 1 1 2 1 0 1 0
55 廃品回収・漁業 3 3 6 1 0 1 1 妻弟 1
35 無職（ワールド・ヴィジョン） 1 2 3 0.5 0 0.5 0
13 越境仲介 2 2 4 0 2 2 6 夫甥 6
11 セックス・ワーカー 0 1 1 0 1 1
12 セックス・ワーカー 0 1 1 0 1 1
15 セックス・ワーカー 0 1 1 0 1 1
16 セックス・ワーカー 0 1 1 0 1 1
17 セックス・ワーカー 0 1 1 0 1 1
20 セックス・ワーカー 0 1 1 0 1 1
24 セックス・ワーカー 0 1 1 0 1 1
41 セックス・ワーカー 0 1 1 0 1 1
42 セックス・ワーカー 0 1 1 0 1 1
46 セックス・ワーカー 0 1 1 0 1 1












夫 妻 その他 1 その他 2 その他 3 その他 4 警察 軍
1 漁業 BP BP 学生
（娘 7歳）
1（4,000） なし 経済不況




WP（4,500） BP（息子） WP（娘） なし なし 特になし











4（2,000× 4） なし 特になし





WP（3,800）WP（4,500） BP（息子） BP（息子） BP（息子） なし なし 特になし
19 漁業・水産加工 BP WP（5,000） 1（3,000） なし 特になし
22 漁業 BP WP（4,500） 息子 1歳 なし なし 夫の病気
45 漁業 WP（4,500）WP（4,500） 息子 3歳 1（2,000） なし 特になし









– なし なし 警察の逮捕
56 漁業 BP なし BP（息子） BP（息子） – 3（0×3） なし 経済不況，貯
金がない




– 2（3,000/4,000） なし お金がない，
子どもの医
療費が高い
2 漁業 – – BP – – なし なし 特になし
7 漁業 – – BP – – なし なし 特になし
18 漁業 – – BP（100） – – なし なし
21 漁業 BP なし 警察の逮捕，
貯金がない
23 漁業 – – BP – – 3（230/1,000/700） なし 特になし
50 カニ WP（4,500） なし 健康問題
51 カニ WP（4,500） BP（1,500） 息子 7歳 息子 5歳 娘 4歳 なし なし お金がない，
健康問題，
教育問題
39 魚市場・建設 WP（3,800）WP（3,800） 父WP
（3,800）
息子 0歳 1（1,500） なし 特になし




娘 3歳 なし なし 特になし
43 魚市場 WP（?） 元妻 娘 7歳 なし なし 生活費が高い






– – – 1（6,000） なし 貯金がない
25 ゴム園 WP（?） WP（?） 学生
（息子 12歳）
娘 4歳 3（5,000/3,000/3,200）なし 仕事がない，
生活費が高い








27 ゴム園 WP（4,000）WP（4,000） 3（1,500/2,500/2,500）なし お金がない






娘 1歳 なし なし お金がなく借
金多い











夫 妻 その他 1 その他 2 その他 3 その他 4 警察 軍
28 木こり・建設 WP（3,800）WP（3,800）WP（4,000） 学生
（娘 12歳）
– 1（2,000） なし お金がない




夫弟 娘 2歳 なし なし 労働許可証













2（800× 2） なし 娘の
HIV/AIDS


















娘 0歳 なし なし お金がない























娘 13歳 娘 11歳 娘 6歳 なし なし 健康問題，お
金がない
52 運搬 – なし 息子WP
（4,000）
– – なし なし 健康問題















– – WP（7,000） 1（?） なし 心の負担
12 セックス・ワー
カー
– – WP（6,000） なし なし
15 セックス・ワー
カー
– – WP（4,000） なし なし
16 セックス・ワー
カー
– – なし 2（5,000×2） 1（10,000）
17 セックス・ワー
カー
– – なし 3（2,000×3） 1（10,000）
20 セックス・ワー
カー
– – BP 2（2,000/3,000） なし
24 セックス・ワー
カー
– – WP（3,500） 1（?） なし 絶望
41 セックス・ワー
カー




























1 漁業 2008 2006 2008 2009 1999 1995
3 漁業 2004 2004 2008 1994 2004
4 漁業・水産加工 2009 2009 2009 2009 有 2008 2008 1994
6 漁業 2007 2004 2007 2007 2007 2009 2007 2001 2001
8 漁業 2007 有 2007 2008 2001 2001
10 漁業・製氷 2009 2009 2009 2007 2009 1994 2005
14 漁業・ワールド・ヴィジョン 2003 2002 2003 2003 2003 2003 有 2002 2000 2000
19 漁業・水産加工 2009 2007 1999 2008
22 漁業 2006 2006 2006 有 2007 2009 1989 2005
45 漁業 2006 2005 2009 2005 2007 2007 1988 1997
53 漁業・水産加工 2004 2005 2004 2006 2005 2008 1994 1995
54 漁業 2009 2009 2009 2009 2009 2009 2009
56 漁業 2008 2008 2006 2008 2008 2007 2003
57 漁業 2007 有 2007 2006 2008 2007 2002 2002
2 漁業 2005
7 漁業 2007
18 漁業 有 有 有 2006
21 漁業 2007
23 漁業 2005
50 カニ 2008 有 有 有 1997 1997
51 カニ 2009 2009 2008 2008
39 魚市場・建設・カシュー園 1999 1998 2008 2006 2005 2006 1999 1988 2000
40 魚市場・（漁業） 2007 2008 2009 2005 有 2005 1996 1996
43 魚市場 2002 1999
44 魚市場 2003 2006 2001
48 魚市場・（水産加工） 2009 2007 有 2003 2003
25 ゴム園 有 有 2006 1994 1994
26 ゴム園 2005 2007 2005 1979 1990
27 ゴム園 2009 1999 2005
29 ゴム園・建設 2009 2009 2004
32 ゴム園 1984 1984
28 木こり・建設 2008 2006 2008 2001 2001
31 木こり・店員 2007 2006 2009 2009 2006 2006 2008 2004 2003
5 建設 2001 2009 2006 2007 2009 2009 1994 2007
（息子）
9 建設・行商 2004 2004 2007 有 1990 1992
30 建設 2000 2006 2008 1978 1989
33 建設・（水産加工） 有 有 2007 2000 2006
34 建設・カシュー園 2005 2005 有 2006 2007 1989 1994
36 建設・（水産加工） 2002 2003 1989 1999
37 建設 2008 2008 2008 2006 2008 2006 2006
38 建設・ワニ園・カシュー園 2007 2003 1999 2008 1999 1999 2009 1994 1994
49 運搬船操縦・建設・除草 2003 2003 2003 2008 有 1987 1987
52 運搬 2007 2007 2007 死亡 2007
55 廃品回収・漁業 2004 2004 2004 有 1997 1999
35 無職（ワールド・ヴィジョン） 2007 2007 2007 2007 有 2007 有 有 1989 ラノーン
にて生誕


































1 漁業 5,750 1,200 900 3,000 2,000 450 1,500 150 9,200 −3,450
3 漁業 4,500 2,000 1,700 3,000 0 0 0 450 7,150 −2,650
4 漁業・水産加工 27,000 2,500 850 4,000 550 800 1,000 1,200 10,900 16,100
6 漁業 10,000 1,200 400 6,000 600 600 5,000 500 14,300 −4,300
8 漁業 12,000 1,800 700 2,400 120 0 0 1,000 50 6,070 5,930
10 漁業・製氷 15,300 1,200 800 3,000 2,300 1,000 0 150 8,450 6,850
14 漁業・ワールド・ヴィ
ジョン
18,500 1,200 1,500 3,500 0 170 500 600 700 2,400 10,570 7,930
19 漁業・水産加工 8,000 2,000 0 3,000 0 200 0 2,500 520 100 8,320 −320
22 漁業 3,000 1,000 500 1,860 0 2,000 0 160 1,575 300 7,395 −4,395
45 漁業 7,000 0 1,560 ? 0 ? ? 3,000 420 ? ?
53 漁業・水産加工 11,000 1,500 750 3,000 0 60 400 0 375 900 6,985 4,015
54 漁業 3,000 1,000 200 2,000 0 10 200 0 530 200 4,140 −1,140
56 漁業 14,100 1,000 750 5,000 380 60 150 2,000 300 1,000 10,640 3,460
57 漁業 3,500 1,200 400 5,000 200 0 15 30 800 500 8,145 −4,645
2 漁業 3,400 1,000 1,000 2,400
7 漁業 7,000 300 500 300 1,100 5,900
18 漁業 5,000 4,000 100 4,100 900
21 漁業 5,000 750 800 0 1,550 3,450
23 漁業 6,500 6,500 0 6,500 0
50 カニ 5,000 350 550 4,000 0 200 0 0 380 1,000 6,480 −1,480
51 カニ 2,500 700 700 6,000 0 ? 150 900 375 300 9,125 −6,625
39 魚市場・建設・カシュー園 10,000 0 810 6,000 0 1,500 800 0 1,350 430 10,890 −890
40 魚市場・（漁業） 5,000 800 750 6,000 500 180 0 2,000 930 250 11,410 −6,410
43 魚市場 3,700 1,000 300 1,500 0 0 0 2,000 530 80 5,410 −1,710
44 魚市場 5,500 1,000 400 1,200 0 300 0 3,000 0 450 6,350 −850
48 魚市場・（水産加工） 6,000 1,000 600 6,000 0 130 300 400 460 280 9,170 −3,170
25 ゴム園 3,300 0 0 3,300 0 0 300 370 ? 160 4,130 −830
26 ゴム園 4,500 0 0 4,000 0 320 250 1,000 520 0 6,090 −1,590
27 ゴム園 3,300 0 0 3,500 0 10 150 0 670 170 4,500 −1,200
29 ゴム園・建設 15,000 0 0 ? ? ? ? ? 6,175 ? ?
32 ゴム園 5,000 700 0 3,000 0 150 0 0 1,000 300 5,150 −150
28 木こり・建設 12,750 0 350 5,000 0 200 2,000 0 1,630 1,000 10,180 2,570
31 木こり・店員 15,000 0 700 6,000 0 250 300 200 2,600 900 10,950 4,050
5 建設 14,000 0 450 2,400 150 250 0 50 3,300 10,700
9 建設・行商 8,200 0 600 ? ? ? ? ? 670 ?
30 建設 4,500 0 0 3,000 0 100 60 210 320 25 3,715 785
33 建設・（水産加工） 4,000 700 0 2,000 0 0 200 200 420 50 3,570 430
34 建設・カシュー園 8,000 0 250 6,000 1,200 600 300 500 2,325 1,000 12,175 −4,175
36 建設・（水産加工） 4,800 1,000 650 3,000 600 100 0 600 1,575 210 7,735 −2,935
37 建設 4,500 400 300 3,000 600 200 0 300 830 500 6,130 −1,630
38 建設・ワニ園・カシュー園 7,830 500 300 6,000 0 15 300 750 1,500 1,430 10,795 −2,965
49 運搬船操縦・建設・除草 7,000 700 400 6,000 0 0 500 0 500 1,000 9,100 −2,100
52 運搬 5,600 700 320 4,500 0 0 200 600 2,170 80 8,570 −2,970
55 廃品回収・漁業 4,500 1,500 400 3,500 200 0 0 0 630 200 6,430 −1,930
35 無職（ワールド・ヴィ
ジョン）
0 0 0 2,000 1,350 0 180 0 375 1,050 4,955 −4,955
13 越境仲介 3,650 2,000 1,200 3,000 0 2,000 4,000 150 83 5,700 18,133 −14,483
11 セックス・ワーカー 27,500 115 100 580 450 1,245 26,255
12 セックス・ワーカー 27,500 500 500 27,000
15 セックス・ワーカー ? 333 333 ?
16 セックス・ワーカー ? 0 ?
17 セックス・ワーカー ? 0 ?
20 セックス・ワーカー 5,500 0 0 5,500
24 セックス・ワーカー 3,000 290 290 2,710
41 セックス・ワーカー 7,500 420 420 7,080
42 セックス・ワーカー 10,000 0 0 10,000
46 セックス・ワーカー ? 375 375 ?









ケース 1 ケース 2 ケース 3
1 漁業 4,500（0％）


















50 カニ 3,000（0％） 13,000（20％）
51 カニ 6,500（0％） 3,000（20％）






26 ゴム園 10,000（0％） 10,000（10％）
27 ゴム園 10000（0％） 10,000（20％）
29 ゴム園・建設 19,500（15％） 18,500（10％） 5,000（0％）
32 ゴム園 10,000（0％） 5,000（20％）










49 船操縦・建設・除草 4,000（0％） 3,000（20％）
52 運搬 20,000（10％）
55 ゴミ回収・漁業 3,000（?）
35 無職（ワールド・ヴィジョン） 0
13 越境仲介 5,000（20％）
11 セックス・ワーカー 0
12 セックス・ワーカー 20,000（?）
15 セックス・ワーカー 9,000（?）
16 セックス・ワーカー ?
17 セックス・ワーカー 16,000（?）
20 セックス・ワーカー 0
24 セックス・ワーカー 3,500（?）
41 セックス・ワーカー 0
42 セックス・ワーカー 2,000（0％）
46 セックス・ワーカー 4,500（0％）
47 セックス・ワーカー 2,500（0％）
出所：2009年筆者調査。
注：「カシュー園」はカシューナッツ園の略。網かけは特殊な単身者。
